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日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
二
集

一
八
○

奥
　
野
　
新
　
太
　
郎

は
じ
め
に

　
劉
辰
翁
（
一
二
三
二
～
九
七
）
は
、
字
は
金
旱
皿
、
號
は
須
漢
、
江
西
盧
陵
（
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

在
の
江
西
省
戸
戸
縣
梅
塘
郷
）
の
人
で
あ
る
。
彼
は
自
身
の
著
作
に
加
え
、
唐
宋

の
詩
を
中
心
に
大
量
の
評
嵩
を
残
し
た
こ
と
で
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
。
評
黙
と
は
、

詩
文
の
本
文
の
傍
ら
に
圏
黙
と
呼
ば
れ
る
記
號
を
付
し
、
さ
ら
に
評
語
（
批
語
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

を
付
す
と
い
う
、
文
學
批
評
の
一
形
態
で
あ
る
。
劉
辰
翁
の
評
嵩
は
、
そ
れ
が
出

現
し
た
元
代
に
お
い
て
既
に
高
い
評
論
を
得
た
。
例
え
ば
掲
僕
斯
（
一
二
七
四
～

＝
二
四
四
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
清
寧
、
盧
里
人
也
、
姑
以
盧
華
言
之
、
欧
公
、
天
下
之
望
也
、
百
世
之
師
也
、

　
　
宜
以
爲
蹄
。
須
渓
、
衰
世
之
作
也
、
然
其
屋
詩
、
敷
百
年
耳
聞
一
人
而
已
、

　
　
搦
非
子
之
師
乎
。
暴
雨
公
之
盛
、
凌
六
書
之
源
、
盆
湖
而
求
之
、
海
内
雷
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
必
里
子
　
。
（
「
呉
至
聖
文
集
序
」
）

　
　
清
寧
、
盧
陵
の
人
な
れ
ば
、
姑
く
盧
陵
を
以
て
詣
れ
に
言
ふ
に
、
欧
公
（
欧

　
　
陽
脩
）
、
天
下
の
望
な
り
、
百
世
の
師
な
り
、
宜
し
く
以
て
蹄
と
爲
す
べ
し
。

　
　
須
渓
、
衰
世
の
作
な
り
、
然
れ
ど
も
其
の
詩
を
評
す
る
や
、
籔
百
年
の
聞
に

　
　
一
人
あ
る
の
み
な
れ
ば
、
濁
り
子
の
師
に
非
ざ
ら
ん
や
。
二
公
の
盛
ん
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
り
り

　
　
に
因
り
て
、
六
経
の
源
を
凌
ひ
、
盆
す
湖
り
て
回
れ
を
求
む
れ
ば
、
海
内
の

　
　
名
、
必
ず
や
子
に
臨
さ
ん
。

　
こ
こ
で
掲
僕
斯
は
、
野
景
翁
に
つ
い
て
、
敷
百
年
に
一
人
の
逸
材
で
あ
る
と
紹

賛
す
る
。
ま
た
元
の
大
儒
呉
澄
（
一
二
四
九
～
＝
二
三
三
）
も
、

　
　
近
年
盧
陵
劉
會
孟
、
於
諸
家
詩
、
愛
液
貫
徹
、
評
論
造
極
。
吾
郷
甘
中
夫
、

　
　
少
而
專
攻
、
老
乃
奇
習
、
自
成
一
家
。
若
二
君
之
於
詩
、
庶
乎
其
可
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
　
（
「
大
黒
山
白
雲
集
序
」
）

　
　
近
年
盧
陵
の
劉
會
孟
、
諸
家
の
詩
に
点
て
、
隠
男
貫
徹
し
、
評
論
は
極
ま
る

　
　
　
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
さ

　
　
に
造
る
。
吾
が
郷
の
甘
中
夫
（
甘
泳
）
、
少
く
し
て
專
ら
攻
め
、
老
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
か

　
　
乃
ち
奇
紹
に
し
て
、
自
ら
一
家
を
成
す
。
二
君
の
詩
に
於
け
る
が
若
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か

　
　
其
の
可
な
る
に
碧
し
。

と
述
べ
、
や
は
り
劉
琴
絃
の
評
黙
に
つ
い
て
賞
賛
す
る
。
彼
の
評
鮎
が
か
く
も
高

く
評
償
さ
れ
た
の
は
、
作
品
中
に
込
め
ら
れ
た
「
情
」
を
重
饗
す
る
と
い
う
劉
辰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

翁
の
文
學
観
に
大
き
な
要
因
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
言
う
「
情
」
と
は
、
作
品
中
の

詩
句
や
文
字
の
背
景
に
あ
る
作
者
自
身
の
様
々
な
感
情
や
思
い
、
或
い
は
作
中
人

物
の
そ
れ
を
指
す
。
劉
辰
翁
は
、
時
に
は
詩
中
の
た
っ
た
一
文
字
に
つ
い
て
、
作

者
が
そ
の
字
を
用
い
た
意
圖
や
、
そ
の
字
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
心
情
に
つ
い
て



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
く
分
析
を
加
え
る
。
「
情
」
は
、
劉
辰
翁
が
作
品
を
解
繹
す
る
際
に
何
よ
り
も

重
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
詩
に
お
け
る
「
情
」
の
重
硯
は
、
元
代
に
特
に
盛
ん
に
主
張
さ
れ
た
文
學
観
で

　
　
ア
　

あ
る
。
そ
れ
は
、
や
が
て
唐
詩
の
拝
情
性
へ
の
怨
讐
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
元
詩
の

特
徴
と
も
繋
が
る
重
要
な
文
學
観
で
あ
り
、
然
ら
ば
、
宋
末
元
初
と
い
う
時
代
に
、

劉
辰
翁
が
そ
の
著
作
や
評
黙
を
通
し
て
「
情
」
の
重
視
を
主
張
し
た
と
い
う
事
實

は
、
注
意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
情
」
を
重
視
す
る
と
い
う
劉
辰
翁
の
文
學

観
は
、
宋
の
文
學
か
ら
元
の
文
學
へ
の
移
り
攣
わ
り
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
回
っ

た
も
の
と
し
て
、
元
詩
全
艦
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
「
情
」
の
重
硯
を
中
心
に
、
劉
辰
翁
の
評
匙
の
長
銀
を
詳
細
に
分
析

し
、
そ
の
文
學
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

一一

u
情
」
を
重
硯
す
る
劉
辰
翁
の
文
學
観

　
劉
辰
翁
の
文
學
観
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は
、
作
品
中
に
込
め
ら
れ
た
「
情
」

を
重
著
す
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
劉
辰
翁
自
身
の
獲
言
か
ら
も
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
で
き
る
。
例
え
ば
「
欧
氏
甥
植
詩
序
」
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
詩
無
改
法
、
生
於
其
心
、
出
於
其
口
、
如
童
謡
、
如
天
籟
、
歌
博
論
心
耳
。
錐

　
　
極
疎
懇
朴
野
、
至
理
擬
標
野
、
而
識
者
常
有
以
得
其
情
焉
。
…
…
荊
輌
、
項

　
　
羽
書
岐
決
紹
之
辮
、
出
於
不
為
。
「
大
風
」
之
歌
、
一
国
有
英
氣
、
比
「
秋

　
　
風
」
硯
紫
雲
　
。
彼
旬
椴
月
煉
、
興
復
有
當
日
興
趣
萬
一
哉
。
因
欧
氏
甥
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　
　
改
詩
、
往
往
不
面
前
、
爲
言
吾
唐
馬
可
以
改
罷
長
吟
語
害
意
也
。

　
　
詩
に
改
む
る
の
法
無
し
、
其
の
心
に
生
じ
、
其
の
口
よ
り
出
つ
る
は
、
童
謡

　
　
の
如
く
、
天
籟
の
如
く
、
歌
契
一
な
る
の
み
。
疎
音
に
し
て
伊
野
た
る
を
極

　
　
め
、
理
は
擬
げ
ら
れ
詞
は
褻
な
る
に
至
る
と
錐
も
、
識
者
は
常
に
以
て
其
の

　
　
情
を
得
る
有
り
。
…
…
荊
輌
、
項
羽
の
臨
岐
決
紹
の
僻
は
、
不
澤
よ
り
出
づ
。

劉
辰
翁
の
評
嵩
と
「
情
」

　
　
「
大
風
」
の
歌
は
、
一
た
び
騙
し
て
英
氣
有
り
、
「
秋
風
」
の
草
を
潤
せ
る
に

　
　
比
ぶ
れ
ば
遠
し
。
彼
は
旬
に
椴
へ
月
に
煉
れ
ば
、
山
豆
に
復
た
當
日
の
興
趣
の

　
　
萬
一
も
有
ら
ん
や
。
欧
氏
の
甥
詩
を
改
む
る
を
喜
ぶ
も
、
往
往
に
し
て
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
そ

　
　
に
如
か
ざ
る
に
因
り
て
、
爲
に
言
ふ
吾
私
か
に
未
だ
改
め
罷
み
て
長
吟
す

　
　
る
の
語
を
以
て
意
を
害
す
る
を
可
と
せ
ざ
る
な
り
と
。

　
こ
の
文
章
で
、
里
雪
翁
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
詩
に
推
敲
の
法
は
無
く
、
心
に

生
じ
、
口
か
ら
護
せ
ら
れ
た
言
葉
は
、
例
え
ば
童
謡
や
天
籟
の
よ
う
に
、
悲
喜
の

感
情
が
渾
然
一
端
と
な
っ
て
、
た
と
え
そ
の
文
通
が
非
常
に
未
熟
で
粗
野
で
あ
り
、

道
理
の
通
じ
な
い
部
分
が
有
り
、
言
葉
も
品
の
無
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

識
者
は
必
ず
そ
こ
に
「
情
」
を
讃
み
取
る
の
で
あ
る
。
荊
輌
や
項
羽
が
死
地
に
臨

ん
で
歌
い
上
げ
た
言
葉
に
は
文
飾
な
ど
微
塵
も
無
い
。
漢
の
公
租
が
一
氣
に
歌
い

上
げ
た
「
大
風
歌
」
が
見
事
な
勇
ま
し
さ
を
帯
び
る
の
は
、
武
帝
の
「
秋
風
僻
」

が
配
下
の
文
人
の
文
飾
を
経
て
い
る
の
と
は
比
べ
よ
う
も
無
い
。
推
敲
を
加
え
れ

ば
加
え
る
だ
け
、
最
初
に
嚢
せ
ら
れ
た
時
の
興
趣
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
か

杜
甫
が
「
新
詩
改
め
罷
み
て
自
ら
長
吟
す
」
と
言
っ
た
の
を
引
き
合
い
に
出
し
、

推
敲
に
よ
っ
て
却
っ
て
作
品
の
内
容
を
損
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
と
劉
辰

翁
は
主
張
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
推
敲
を
重
ね
な
い
、
作
爲
的
で
な
い
言
葉
は
、
劉
辰
翁
が
非
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
重
ん
じ
る
所
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
最
初
に
登
せ
ら
れ
た
ま
ま
の
言
葉
に
こ

そ
最
も
強
い
「
情
」
が
あ
る
と
劉
辰
翁
は
考
え
る
か
ち
で
あ
る
。

　
　
『
詩
』
自
膳
夫
賎
隷
興
寄
深
厚
、
後
來
作
者
必
不
能
及
。
『
左
傳
』
『
史
』
『
漢
』

　
　
聞
記
人
語
言
、
亦
不
特
公
卿
世
家
爲
有
典
刑
。
難
何
物
老
人
、
至
鄙
俗
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

　
　
口
者
、
倉
卒
問
封
、
選
言
而
立
。
（
「
曾
季
章
家
集
序
」
）

　
　
　
　
　
お
の
つ
か

　
　
『
詩
』
は
自
ら
小
早
賎
隷
の
興
寄
す
る
こ
と
深
厚
な
れ
ば
、
後
來
の
作
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
は
必
ず
及
ぶ
能
は
ず
。
『
左
道
』
『
史
（
記
）
』
『
漢
（
書
）
』
の
聞
ま
人
の
語

一
八
一



　
　
　
　
　
　
日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
二
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
言
を
記
す
る
は
、
亦
た
特
だ
公
卿
世
家
の
み
典
刑
有
り
と
爲
さ
ず
。
何
物
の

　
　
　
　
　
は
な
は

　
　
老
人
の
、
至
だ
鄙
俗
に
し
て
口
に
す
べ
か
ら
ざ
る
者
、
倉
卒
の
問
封
と
錐
も
、

　
　
諦
し
て
墨
ぐ
べ
き
な
り
。

　
こ
の
文
章
で
、
劉
論
断
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
『
詩
纒
』
の
詩
に
は
古
代
の

庶
民
の
感
情
が
強
く
込
あ
ら
れ
て
お
り
、
後
世
の
作
り
手
の
及
ぶ
所
で
は
な
い
。

ま
た
、
『
左
傳
』
『
史
記
』
『
漢
書
』
に
は
當
時
の
人
々
の
零
話
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
公
卿
や
世
家
の
そ
れ
を
手
本
に
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
ど
こ
ぞ
の
老
人
の

鄙
俗
な
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
或
い
は
咄
嵯
の
問
答
で
あ
っ
て
も
、
口
ず
さ
ん
で
味

わ
う
に
足
り
る
の
で
あ
る
、
と
。

　
こ
こ
に
も
、
副
長
や
措
辮
の
巧
拙
よ
り
も
、
詩
文
の
中
に
込
め
ら
れ
た
思
い
の

強
さ
を
重
覗
す
る
、
劉
辰
翁
の
文
學
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
劉
辰
翁
に
と
っ
て
、
詩
は
人
聞
の
感
情
の
ほ
と
ば
し
り
で
あ
っ
た
。

　
　
凡
天
春
賀
経
堂
者
、
皆
人
事
之
激
也
。
大
決
所
犯
、
傷
人
必
多
、
不
如
小
出

　
　
　
　
お
　

　
　
使
道
。
人
之
不
払
所
不
受
業
聖
天
者
、
其
小
決
者
道
也
。
小
暑
之
道
、
其
惟

　
　
詩
乎
。
故
凡
歌
行
曲
引
、
大
黒
小
章
、
皆
所
以
自
鳴
其
奴
卒
也
。
而
其
瞼
哀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
有
甚
於
雷
風
土
攣
、
山
海
潮
汐
者
　
。
（
「
不
平
鳴
詩
序
」
）

　
　
凡
そ
天
の
卒
ら
か
な
ら
ざ
る
所
の
者
は
、
皆
な
人
事
の
激
す
る
な
り
。
大
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
び

　
　
し
て
犯
す
所
、
人
を
傷
つ
く
る
こ
と
必
ず
多
け
れ
ば
、
小
決
し
て
道
か
し
む

　
　
る
に
如
か
ず
。
人
の
不
卒
の
天
の
如
き
に
至
ら
ざ
る
所
の
者
は
、
其
れ
小
決

　
　
す
る
者
の
道
け
ば
な
り
。
小
決
の
道
く
は
、
其
れ
惟
だ
詩
の
み
か
。
故
に
凡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か

　
　
そ
歌
行
曲
引
、
大
竃
小
言
の
、
皆
な
自
ら
其
の
不
卒
を
鳴
ら
す
所
以
な
り
。

　
　
而
し
て
其
の
瞼
哀
な
る
こ
と
雷
風
星
攣
、
山
海
潮
汐
よ
り
甚
だ
し
き
有
り
。

　
こ
の
文
章
は
、
詩
に
封
ず
る
劉
為
事
の
考
え
方
を
探
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

も
の
で
あ
る
。
ま
ず
省
略
し
た
前
雫
部
分
で
は
、
天
は
不
卒
を
溜
め
込
む
が
、
そ

れ
を
言
葉
で
訴
え
る
手
段
を
持
た
ず
、
そ
の
極
限
ま
で
溜
ま
っ
た
不
李
は
烈
風
や

一
八
二

迅
雷
等
の
自
然
現
象
と
し
て
現
出
す
る
。
こ
れ
ら
は
天
が
蓄
積
し
た
怒
り
で
あ
り
、

そ
れ
が
議
散
さ
れ
な
い
か
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
だ
、
と
述
べ
た
後
、

引
用
部
分
に
績
く
。
劉
辰
翁
に
よ
れ
ば
、
天
の
不
孕
と
い
う
の
は
人
聞
の
不
李
が

天
に
蓄
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
度
に
放
出
さ
れ
れ
ば
必
ず
人
を
傷
つ

け
る
。
故
に
決
壊
す
る
前
に
小
出
し
に
放
出
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
放
出
さ
せ
る

手
段
と
し
て
は
詩
が
最
も
相
算
し
い
の
だ
と
い
う
。

　
こ
の
論
は
韓
愈
の
「
不
易
則
鳴
」
の
読
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。
こ
の
文
に
見

え
る
、
人
聞
の
中
に
溜
ま
っ
た
不
卒
不
満
を
外
へ
と
吐
き
出
す
手
段
と
し
て
、
詩

が
最
も
相
鷹
し
い
と
す
る
考
え
は
、
詩
は
感
情
の
登
露
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
劉

辰
翁
の
文
學
観
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
劉
辰
翁
に
と
っ
て
、
詩
と
は

人
聞
の
内
な
る
思
い
や
感
情
が
放
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
故
に
、
詩
を
讃
む
際

に
は
何
よ
り
も
そ
れ
を
甘
み
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
謡
言
か
ら
、
内
患
翁
が
如
何
に
文
學
に
お
い
て
「
情
」
と
い
う
も
の

を
重
視
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
文
學
観
は
彼
の
評
嵩

中
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
劉
副
腎
の
息
子
劉
將
孫
（
一
二
五
七
～
一

三
二
〇
？
）
は
、
次
の
よ
う
な
父
の
言
葉
を
記
録
す
る
。

　
　
第
毎
見
墨
長
吉
聖
教
學
者
謂
、
「
其
思
深
情
濃
、
故
語
適
性
。
而
非
刻
書
無

　
　
情
無
記
法
辮
、
徒
苦
心
出
家
者
。
若
得
其
趣
、
動
天
地
、
泣
鬼
神
者
、
固
如

　
　
此
。
」
又
嘗
謂
、
「
吾
作
『
興
業
集
』
、
最
可
以
夏
越
動
亡
者
、
在
長
吉
詩
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
「
刻
長
吉
詩
序
」
）

　
　
た
　
　
　
つ
ね

　
　
第
だ
苺
に
見
る
に
長
吉
詩
を
墨
げ
て
學
ぶ
者
に
教
へ
て
謂
は
く
、
「
其
の
思

　
　
ひ
深
く
情
濃
や
か
な
れ
ば
、
故
に
語
は
適
構
な
り
。
而
し
て
無
情
無
思
の
辮

　
　
を
刻
圭
点
し
、
徒
ら
に
心
を
苦
し
め
て
之
れ
を
出
す
者
に
非
ず
。
其
の
趣
を
得

　
　
て
、
天
地
を
動
か
し
、
黒
柿
を
泣
か
し
む
る
者
の
若
き
は
、
固
よ
り
此
く
の

　
　
如
し
」
と
。
又
た
嘗
て
謂
は
く
、
「
吾
　
『
興
観
念
』
を
作
る
に
、
最
も
以
て



　
　
嚢
越
動
感
す
べ
き
者
は
、
長
吉
詩
に
在
り
」
と
。

　
こ
れ
は
中
唐
の
詩
人
李
賀
（
字
長
吉
）
の
詩
を
評
し
た
言
葉
で
あ
る
。
劉
虫
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

は
李
賀
詩
集
に
評
嵩
を
施
し
、
ま
た
「
最
可
以
三
越
動
悟
者
、
在
長
吉
詩
」
と
述

べ
る
ほ
ど
に
謹
賀
詩
を
愛
好
し
て
い
た
。
彼
の
「
情
」
の
重
親
が
最
も
顯
著
に
登

遍
し
た
の
は
、
李
嘉
詩
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
今
日
著
く
認
識
さ
れ
て
い
る
官
業

詩
の
拝
情
性
を
初
め
て
明
確
に
指
摘
し
た
の
は
劉
蔵
幅
で
あ
り
、
李
賀
詩
は
劉
辰

翁
に
よ
っ
て
讃
み
直
さ
れ
、
新
た
な
評
償
を
得
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏

ま
え
、
次
節
以
降
で
は
劉
辰
翁
の
評
嵩
の
實
例
を
學
げ
、
詳
細
に
分
析
し
て
い
く
。

三
　
劉
辰
翁
の
評
鮎
に
つ
い
て

①
　
「
情
」
の
重
美

　
ま
ず
次
の
詩
を
見
て
み
た
い
。
宮
中
に
て
寵
愛
を
受
け
ら
れ
な
い
宮
女
が
、
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

中
よ
り
解
放
さ
れ
て
故
郷
へ
露
り
た
い
と
切
望
す
る
、
李
賀
の
「
宮
娃
歌
」
で
あ

る
（
以
下
、
詩
の
傍
嵩
は
劉
辰
翁
の
圏
黙
、
【
　
】
内
は
評
語
）
。

蝋
光
高
懸
照
紗
空

花
房
々
揺
紅
守
宮

鯉
口
吹
香
號
艶
暖

七
星
桂
城
攻
白
板

寒
入
四
々
思
夕
影
昏

々
愈
愈
劇
毒
霜
痕

暗
姑
弔
月
鈎
欄
下

屈
膝
蓋
鋪
鍵
阿
頸

　
　
【
蔚
酬
起
点
田
植
日
疋
椎
騰
椋
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
入
家
門
上
旬
渚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
河
落
庭
長
洲
路

蝋
画
高
く
懸
か
り
紗
を
照
ら
し
て
空
し

　
　
　
　
つ

花
房
夜
貴
く
紅
守
宮

　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
た
ふ
と
う

象
口
慰
を
吹
き
號
艶
暖
か
く

七
星
城
に
桂
か
り
白
板
を
聞
く

　
　
ふ
　
し

寒
は
四
否
思
に
入
り
て
殿
軍
昏
く

彩
鷺
の
簾
額
霜
痕
着
く

哺
姑
月
を
弔
ふ
鈎
欄
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
と

屈
膝
銅
鋪
阿
世
を
錬
ざ
す

（
爾
語
〔
前
髪
句
〕
極
め
て
是
れ
憔
惇
な
り
）
。
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぽ

夢
に
家
門
に
入
り
て
沙
渚
に
上
れ
ば

天
河
の
落
つ
る
庭
長
洲
の
路

劉
辰
翁
の
評
貼
と
「
情
」

　
　
願
君
光
明
如
太
陽
　
　
願
は
く
は
君
が
光
明
太
陽
の
如
《
し
て

　
　
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
　
　
の
う

　
　
放
書
騎
魚
撒
餌
去
　
　
妾
を
放
ち
魚
に
重
り
波
を
撒
っ
て
去
ら
し
め
ん
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
を

　
　
　
　
【
意
国
語
蓋
、
無
復
蝕
怨
　
。
哀
怨
讐
蓋
。
麗
語
猶
可
及
、
深
情
難
自

　
　
　
　
道
也
（
意
は
到
り
語
は
書
き
、
復
た
鯨
怨
無
し
。
哀
怨
は
端
干
す
。
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か

　
　
　
　
語
は
猶
ほ
及
ぶ
べ
く
も
、
深
情
は
自
ら
道
ひ
難
し
）
。
】

　
こ
の
詩
の
縛
評
で
劉
辰
翁
は
、
「
意
は
充
分
に
述
べ
つ
く
さ
れ
、
言
葉
も
不
足

が
無
く
、
そ
の
怨
み
の
念
も
賛
す
所
無
く
詩
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
哀
し

み
や
怨
み
は
ま
さ
に
こ
こ
に
蓋
き
て
い
る
。
表
現
上
の
華
麗
さ
は
匹
敵
す
る
こ
と

は
で
き
て
も
、
深
い
情
は
容
易
に
詠
い
得
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
。
宮
女

の
悲
し
み
を
鯨
す
所
無
く
見
事
に
詠
い
上
げ
て
い
る
と
い
う
信
貴
は
、
こ
の
詩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

全
て
の
字
に
圏
嵩
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
劉
辰

翁
は
こ
の
詩
に
「
深
情
」
を
讃
み
取
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
「
深
情
」
と
は
具

艦
的
に
は
如
何
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
詩
は
八
句
目
ま
で
は
、
三
人
構
の
覗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵩
に
よ
る
情
景
描
寓
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
。
宮
女
に
貞
操
を
強
い
る
紅
守
宮
を

　
　
　
　
つ

手
ず
か
ら
掲
く
姿
、
暖
か
い
部
屋
に
憲
か
ら
侵
入
し
て
く
る
寒
さ
、
窓
の
向
こ
う

に
暗
く
た
た
ず
む
宮
殿
の
影
、
月
を
弔
う
か
の
如
き
悲
し
げ
な
轟
の
聲
等
、
宮
女

の
悲
し
み
を
象
徴
的
に
描
き
出
し
て
お
り
、
典
型
的
な
宮
廷
詩
と
言
っ
て
よ
い
。

劉
評
に
言
う
コ
麗
語
」
と
は
、
こ
の
部
分
に
封
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で

な
ら
ば
、
麗
語
を
連
ね
た
一
般
の
宮
怨
詩
と
さ
ほ
ど
攣
わ
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
の

詩
は
末
四
句
で
不
意
の
轄
換
を
見
せ
る
。
三
人
構
の
展
開
か
ら
一
轄
し
て
、
宮
女

の
悲
痛
な
明
び
が
四
句
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
劉
辰
翁
は
、

宮
女
の
深
い
悲
し
み
、
す
な
わ
ち
「
深
情
」
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
賀
詩
の
特

徴
と
し
て
、
作
中
の
人
物
の
聲
を
あ
た
か
も
自
分
の
聲
の
よ
う
に
、
巧
み
に
拾
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

上
げ
て
詩
論
に
詠
み
込
む
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
「
思
深
情
濃
」
な
る

一
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
二
集

が
故
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。

　
で
は
、
次
の
詩
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

別
弟
三
年
後

還
家
一
日
飴

醍
酷
今
夕
酒

網
秩
去
時
書

魚
骨
猶
能
面

人
聞
底
事
無

　
　
　
　
【
亦
是
恨
言
。

　
　
　
　
老
人
の
語
の
如
し
）
。
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

　
　
何
事
問
牛
馬
　
　
何
ぞ
須
ゐ
ん
牛
馬
を
問
ふ
を

　
　
拗
留
任
臭
盧
　
　
樋
硬
し
て
桑
盧
に
任
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
こ
れ
は
、
韓
事
件
に
よ
っ
て
榮
達
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
、
失
意
の
中
に
臨
郷
し
た

李
賀
が
弟
へ
と
寄
せ
た
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
五
、
六
句
目
の
、
「
こ
の
病
身
が

生
き
な
が
ら
え
よ
う
と
は
、
世
の
中
墨
が
起
こ
る
か
わ
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
表
現
に
封
し
、
劉
辰
翁
は
「
（
こ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
は
）
三
岳
で

あ
る
。
そ
の
希
望
を
漸
た
れ
た
哀
し
げ
な
様
子
は
ま
る
で
老
人
の
言
葉
の
よ
う
だ
」

と
評
す
る
。
人
生
の
望
み
を
紹
た
れ
た
若
い
詩
人
の
詩
句
に
、
若
者
の
言
葉
と
は

思
え
ぬ
ほ
ど
に
亭
々
し
た
口
吻
を
感
じ
取
っ
た
、
興
味
深
い
指
摘
と
言
え
よ
う
。

詩
中
に
漂
う
詩
人
の
紹
望
を
、
劉
尊
翁
は
か
く
も
敏
感
に
窪
み
取
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
詩
と
「
情
」
に
關
し
て
、
劉
辰
翁
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

　
　
「
王
者
之
迩
熔
而
詩
亡
」
、
詩
話
嘗
亡
也
、
而
所
以
爲
詩
者
亡
　
。
方
其
甚
也
、

　
　
顯
畿
獣
刺
、
無
往
年
非
怨
。
人
見
其
怨
也
、
以
爲
甚
也
、
不
知
所
以
爲
厚
也
、

　
　
猶
有
望
也
。
蓋
至
於
奄
奄
延
延
、
其
事
早
々
以
爲
不
足
識
、
其
可
刺
也
以
爲

　
　
無
足
刺
、
則
座
食
怨
者
日
遠
日
保
、
錐
欲
求
其
復
甚
管
厚
不
可
得
、
而
所
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
　
　
　
　
李
賀
の
「
皇
弟
」
で
あ
る
。

弟
と
別
れ
て
よ
り
三
年
後

　
　
か
へ

家
に
還
り
て
よ
り
一
日
異

言
酷
今
夕
の
酒

細
秩
去
り
し
時
の
書

平
骨
猶
ほ
能
く
在
り

　
　
な
に
ご
と

人
聞
底
事
か
無
か
ら
ん

凄
娩
如
老
人
語
（
亦
た
是
れ
恨
意
な
り
。
凄
娩
と
し
て

一
八
四

　
　
爲
詩
者
亡
　
。
所
以
爲
詩
者
亡
、
則
其
憶
久
　
。
…
…
詩
未
嘗
亡
也
。
而
至

　
　
此
迄
可
聖
者
　
、
皇
室
之
亡
可
也
。
科
墨
屡
、
士
無
一
人
不
爲
詩
。
於
是
屡

　
　
科
墨
十
二
年
　
、
連
詩
愈
昌
。
前
之
亡
、
後
之
昌
也
。
士
無
不
爲
詩
　
。
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　

　
　
以
爲
詩
亦
有
同
者
乎
。
（
「
平
起
翁
詩
序
」
）

　
　
　
　
　
　
や

　
　
「
王
者
の
迩
憶
み
て
詩
亡
ぶ
」
と
い
ふ
も
、
詩
は
未
だ
嘗
て
亡
び
ざ
る
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
而
れ
ど
も
詩
爲
る
所
以
の
者
亡
ぶ
な
り
。
方
に
其
の
甚
だ
し
き
や
、
顯
機
黙

　
　
刺
し
、
往
き
て
怨
む
に
非
ざ
る
無
し
。
人
其
の
怨
を
見
る
や
、
以
て
甚
だ

　
　
し
き
と
爲
す
も
、
厚
き
を
漏
す
所
以
を
知
ら
ざ
る
は
、
猶
ほ
望
み
有
り
。
蓋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
し
奄
奄
延
延
た
る
に
至
り
て
は
、
其
の
干
る
べ
き
も
出
た
以
て
識
る
に
足
ら

　
　
ざ
る
と
爲
し
、
其
の
刺
る
べ
き
も
也
た
以
て
刺
る
に
足
る
無
し
と
回
せ
ば
、

　
　
則
ち
昔
の
怨
は
日
に
遠
ざ
か
り
日
に
忘
ら
れ
、
其
の
復
た
甚
だ
し
か
ら
ん
こ

　
　
と
を
求
め
ん
と
欲
す
と
錐
も
得
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
詩
爲
る
所
以
の
者
亡
び

　
　
た
り
。
詩
思
る
所
以
の
者
亡
べ
ば
、
則
ち
其
れ
憶
む
こ
と
久
し
き
な
り
。

　
　
…
…
詩
は
未
だ
嘗
て
亡
び
ざ
る
な
り
。
而
れ
ど
も
此
の
爲
る
べ
き
者
無
き
に

　
　
至
れ
ば
、
之
れ
を
亡
ぶ
と
謂
ふ
と
難
も
可
な
り
。
科
翠
屡
さ
る
る
も
、
士
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
　
一
人
と
し
て
詩
を
爲
ら
ざ
る
も
の
無
し
。
是
に
於
て
科
墨
を
抄
す
る
こ
と
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か

　
　
二
年
、
而
れ
ど
も
詩
愈
よ
昌
ん
な
り
。
前
の
亡
は
、
後
の
昌
な
り
。
士
の
詩

　
　
を
爲
ら
ざ
る
は
無
し
。
詩
癖
る
所
以
も
亦
た
同
じ
き
者
有
る
か
。

　
こ
の
文
章
は
「
王
者
の
　
憶
み
て
詩
亡
ぶ
」
と
い
う
『
孟
子
』
の
有
名
な
句
か

ら
書
き
起
こ
さ
れ
る
。
そ
し
て
劉
尊
翁
は
、
「
頬
面
」
と
は
詩
が
亡
ぶ
の
で
は
な

く
、
「
所
以
爲
詩
者
」
が
亡
ぶ
の
だ
と
言
う
。
こ
の
「
所
以
爲
導
者
」
と
い
う
言

葉
は
重
要
で
あ
る
。
文
中
で
は
「
怨
」
で
以
て
代
表
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
つ
ま
り
、

詩
に
込
め
ら
れ
た
強
い
思
い
や
深
い
感
情
、
す
な
わ
ち
「
情
」
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
。
や
が
て
時
が
纒
つ
と
と
も
に
、
人
々
は
詩
に
深
い
感
情
を
込
め
る
こ
と
を
忘

れ
、
さ
ら
に
は
込
め
ら
れ
た
感
情
を
詩
中
に
感
じ
取
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、



も
は
や
昔
の
詩
の
有
り
様
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
所
以
爲
詩
者
」
が
亡
び
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
詩
そ
の
も
の
は
決
し
て
亡
び

た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
黒
闇
の
詩
を
作
る
者
が
い
な
く
な
れ
ば
、
そ
れ
は

「
詩
亡
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
科
墨
が
停
止
さ
れ
た
に
も
關
わ
ら
ず
、
士
人

達
の
作
詩
に
打
ち
込
む
こ
と
い
よ
い
よ
盛
ん
で
あ
る
が
、
「
所
以
爲
詩
者
」
も
同

じ
よ
う
に
復
活
す
る
だ
ろ
う
か
、
と
劉
辰
翁
は
憂
慮
す
る
。
こ
こ
忙
見
え
る
の
は
、

近
年
の
作
詩
熱
に
封
ず
る
劉
碧
雲
の
鏡
い
観
察
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
か
に
作

詩
熱
が
勃
興
し
よ
う
と
も
、
果
し
て
そ
こ
で
作
ら
れ
る
詩
に
詩
の
本
質
た
る
「
情
」

の
支
え
ば
あ
る
の
か
、
と
。

　
こ
の
文
章
は
、
劉
辰
翁
が
詩
の
本
質
に
つ
い
て
述
べ
た
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
詩
に
お
い
て
最
も
重
要
な
の
は
「
所
以
爲
詩
者
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
失
っ
て

は
も
は
や
そ
れ
は
眞
の
詩
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
主
張
は
、
劉
辰
翁
が
詩
に
お
い

て
、
「
所
以
爲
詩
者
」
す
な
わ
ち
「
情
」
を
何
よ
り
も
重
焦
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
も
の
と
し
て
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
「
不
李
鳴
詩
序
」
で
見
た
よ
う
に
、

劉
辰
翁
は
、
詩
と
い
う
も
の
を
、
人
聞
の
内
に
蓄
積
さ
れ
た
思
い
や
感
情
の
ほ
と

ば
し
り
出
た
も
の
と
考
え
て
い
た
。
劉
辰
翁
に
と
っ
て
、
「
情
」
と
は
詩
を
護
む

上
で
か
く
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

②
　
不
必
可
解

　
劉
辰
翁
の
評
嵩
に
お
け
る
「
情
」
の
重
覗
を
考
え
る
上
で
極
め
て
注
目
す
べ
き

も
の
に
、
「
不
必
可
解
」
と
い
う
評
語
が
あ
る
。
こ
の
評
語
は
、
劉
辰
翁
の
評
黙

の
特
色
を
示
す
重
要
な
語
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
詩
を
見
て
み
よ
う
。
李
賀
の

　
　
め
　

「
濡
歌
」
で
あ
る
。

　
　
南
風
吹
山
作
卒
地
　
　
南
風
山
を
吹
き
で
卒
地
と
在
し

　
　
帝
遣
天
聴
移
海
水
　
　
帝
天
運
を
し
て
海
水
を
移
さ
し
む

劉
辰
翁
の
評
嵩
と
「
情
」

王
母
桃
花
千
遍
紅

彰
祀
巫
威
幾
等
死

青
毛
黒
馬
参
差
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翌
春
楊
柳
含
細
煙

箏
人
里
我
金
屈
盾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
血
未
凝
身
問
誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
須
浪
飲
丁
都
護

　
　
【
李
白
有

　
　
に

　
　
　
　
　
　
「
丁
都
護
歌
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
李
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ

　
　
　
「
丁
都
護
歌
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
催

　
　
け
て
涙
雨
の
如
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
上
英
雄
本
無
主

　
　
【
鉄
蕩
膳
人
（
鉄
蕩
と
し
て
人
を
愁
へ
し
む
）
。
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ひ
と
り

買
当
無
作
卒
原
型
　
　
綜
を
買
ひ
て
恥
し
て
作
ら
ん
卒
原
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
て
フ
て

有
酒
唯
澆
趙
重
土
　
　
酒
面
ら
ば
唯
だ
澆
が
ん
趙
州
の
土

　
　
【
「
世
上
英
雄
本
無
主
」
、
傑
特
名
言
。
亭
々
酒
澆
、
肝
肺
激
烈
（
「
世
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
こ
　
ろ

　
　
英
雄
本
無
主
」
、
傑
特
た
る
名
言
な
り
。
工
作
し
て
酒
澆
ぐ
は
、
肝
肺

　
　
激
烈
な
り
）
。
】

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
も
よ
ほ

漏
催
水
咽
玉
蜷
蛛
　
　
漏
催
し
水
咽
ぶ
玉
蜷
蛛

衛
娘
髪
薄
不
勝
硫
　
　
衛
娘
髪
薄
く
杭
る
に
勝
へ
ず

　
　
【
亦
不
知
何
從
至
此
（
亦
た
何
よ
り
此
に
至
る
か
を
知
ら
ず
）
。
】

看
見
措
辞
換
新
緑
　
　
看
出
す
秋
眉
新
緑
に
換
は
る
を

二
十
男
見
那
刺
促
　
　
二
十
の
魚
見
那
ぞ
刺
促
た
る

　
　
【
從
「
南
風
」
起
一
句
、
便
不
可
及
。
迭
蕩
宛
轄
、
沈
着
起
伏
、
眞
侠

　
　
少
年
之
度
、
忽
顧
美
人
。
画
境
倶
至
、
妙
庭
不
必
可
解
（
「
南
風
」
よ

　
　
り
一
句
を
起
こ
す
は
、
便
ち
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。
迭
蕩
賃
貸
と
し
て
、
沈

王
母
の
桃
花
千
機
首
な
り

重
心
巫
丁
幾
回
か
死
す

青
毛
の
聰
馬
参
差
た
る
鏡

嬌
春
楊
柳
細
煙
を
含
む

箏
人
我
に
勧
む
金
屈
盾

神
血
未
だ
凝
ら
ず
身
は
問
ふ
誰
ぞ

　
　
　
　
　
も
ち

浪
怨
す
る
を
須
み
ず
丁
都
護

　
　
云
、
二
唱
都
内
歌
、
心
擢
涙
如
雨
」

有
り
て
云
ふ
、
二
た
び
都
国
歌
を
唱
へ
ば
、

　
と
）
。
】

世
上
の
英
雄
本
よ
り
圭
無
し

一
八
五



　
　
　
　
　
　
日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
二
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
も
ち

　
　
　
　
着
起
伏
す
る
は
、
眞
に
侠
た
る
少
年
の
度
に
し
て
、
忽
ち
美
人
を
顧
み

　
　
　
　
る
な
り
。
情
と
境
と
倶
に
至
れ
ば
、
妙
庭
必
ず
し
も
解
す
べ
か
ら
ず
）
。
】

　
こ
の
詩
の
総
評
で
劉
辰
翁
は
、
「
作
品
に
詠
わ
れ
た
感
情
や
描
か
れ
た
境
地
が

と
も
に
（
こ
の
詩
ほ
ど
に
）
達
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
妙
な
る
所
は
必
ず
し
も
解
さ

ず
と
も
よ
い
」
と
言
う
。
「
浩
歌
」
は
＝
讃
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
非
常
に
場

面
の
展
開
が
目
ま
ぐ
る
し
い
作
品
で
あ
る
。
劉
辰
翁
も
、
十
三
、
十
四
句
目
の
評

語
で
、
「
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
句
が
亡
く
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
思
わ
ず
こ
ぼ

し
て
い
る
。
從
來
の
注
家
も
、
こ
の
展
開
を
合
理
的
に
説
明
し
よ
う
と
苦
心
し
て

　
　
が
　

き
た
。
だ
が
劉
辰
翁
は
、
評
語
で
「
ま
こ
と
に
勇
ま
し
い
若
者
の
心
持
ち
だ
」
と

言
い
、
合
理
的
な
解
繹
を
求
め
ず
、
む
し
ろ
そ
こ
に
、
詩
人
の
若
さ
溢
れ
る
心
意

氣
、
或
い
は
口
吻
を
護
み
取
っ
て
い
る
。
か
か
る
讃
み
に
基
づ
い
た
上
で
、
劉
辰

翁
は
「
黒
影
倶
至
」
と
評
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
請
ん
で
ゆ

け
ば
、
「
不
必
可
解
」
つ
ま
り
、
こ
の
詩
の
妙
も
敢
え
て
解
そ
う
と
せ
ず
と
も
自

ず
と
會
得
で
き
ょ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
次
に
、
李
賀
の
「
後
園
繋
井
歌
」
詩
を
見
て
み
よ
う
。

井
上
輔
韓
躰
上
轄

水
聲
繁

絃
聲
淺

情
若
何

苞
奉
情

城
頭
日

長
向
城
頭
住

一
日
作
千
年

不
須
流
下
去

　
　
【
贈
与
古
意
。

　
井
上
の
輔
輻
林
上
に
轄
ず

　
水
聲
繁
く

　
絃
聲
干
し

　
　
　
い
か
ん

　
情
若
何

　
じ
ゅ
ん
ぽ
う
せ
ん

　
萄
奉
情

　
城
頭
の
日

　
　
　
　
　
　
と
ど
ま

　
長
く
城
頭
に
住
り

　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
一
日
千
年
と
興
せ

　
も
ち

　
須
み
ず
流
下
し
去
る
を

芳
井
淺
事
、
業
因
輔
轄
、
占
居
情
事
、
頗
欲
係
日
。
如

一
八
六

　
　
　
　
此
往
信
、
既
望
之
謳
膿
。
長
吉
密
語
、
自
不
必
一
一
可
曉
（
極
め
て
古

　
　
　
　
意
に
似
る
。
井
を
馨
つ
こ
と
は
理
事
な
る
も
、
着
り
輔
轄
に
因
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
情
事
に
遡
及
し
、
頗
る
日
を
係
け
ん
と
欲
す
。
説
く
の
如
き
往
來
、
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か

　
　
　
　
に
之
れ
を
下
汐
に
託
す
。
長
吉
の
短
語
、
自
ら
必
ず
し
も
一
一
に
曉
る

　
　
　
　
べ
か
ら
ず
）
。
】

　
夫
婦
の
情
愛
を
詠
い
上
げ
た
こ
の
詩
に
お
い
て
、
良
辰
翁
は
総
評
で
、
「
李
賀

の
短
篇
は
、
そ
の
意
味
を
逐
一
明
確
に
理
解
せ
ず
と
も
よ
い
」
と
言
う
。
詩
句
の

意
味
を
詳
細
に
解
窪
し
な
が
ら
黒
む
の
で
は
な
く
、
詩
の
大
意
、
そ
し
て
、
そ
こ

に
見
え
る
「
情
事
」
、
す
な
わ
ち
男
女
の
情
を
解
す
れ
ば
、
充
分
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
詩
に
見
え
る
「
理
解
せ
ず
と
も
よ
い
」
と
い
う
劉
詔
旨
の
評
語
は
、

詩
は
言
葉
の
意
味
を
逐
一
解
評
し
て
讃
む
の
で
は
な
く
、
詩
に
込
め
ら
れ
た
感
情
、

或
い
は
詩
に
漂
う
詩
的
情
緒
を
感
じ
取
り
、
味
わ
え
ば
よ
い
の
だ
と
い
う
、
ま
さ

に
、
「
欧
氏
甥
植
詩
序
」
に
お
い
て
「
錐
極
疎
慧
朴
野
、
立
引
汐
待
褻
、
而
識
者

常
有
以
得
其
情
焉
」
と
述
べ
た
、
彼
の
文
學
観
が
言
わ
し
め
た
言
葉
で
あ
る
と
言

え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　

　
ま
た
「
貴
公
子
夜
關
曲
」
に
は
次
の
よ
う
な
評
語
が
見
え
る
。

　
　
裏
裏
沈
水
煙
　
　
裏
裏
と
し
て
沈
水
煙
り

　
　
鳥
哺
夜
關
景
　
　
烏
哺
く
管
轄
の
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
曲
沼
芙
蓉
波
　
　
曲
沼
芙
蓉
の
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
腰
團
白
玉
冷
　
　
腰
園
白
玉
冷
た
し

　
　
　
　
【
此
「
貴
公
子
夜
二
曲
」
也
。
以
玉
帯
爲
冷
、
黒
影
可
見
也
。
語
不
必

　
　
　
　
可
解
、
而
得
之
心
墨
洒
然
、
迩
似
亦
偏
得
之
形
容
夜
色
也
（
此
「
貴
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
は

　
　
　
　
子
夜
關
曲
」
な
り
。
玉
帯
を
以
て
冷
た
し
と
直
す
は
、
其
の
怯
見
る
る

　
　
　
　
べ
し
。
語
は
必
ず
し
も
解
す
べ
か
ら
ず
、
干
れ
ど
も
誉
れ
を
心
に
得
れ

　
　
　
　
お
の
つ
か
　
し
ゃ
ぜ
ん

　
　
　
　
ば
自
ら
洒
然
と
し
て
、
迩
は
亦
た
偏
へ
に
顕
れ
を
夜
色
を
形
容
す
る
に



　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と

　
　
　
　
得
た
る
が
弛
し
）
。
】

　
こ
の
詩
の
評
語
に
も
、
「
語
句
は
必
ず
し
も
明
確
に
解
干
せ
ず
と
も
よ
い
」
と

述
べ
、
績
け
て
、
「
（
解
読
す
る
の
で
は
な
く
）
そ
の
詩
に
込
め
ら
れ
た
も
の
、
す

な
わ
ち
貴
公
子
の
「
怯
」
た
る
感
情
を
心
得
で
き
れ
ば
、
心
は
自
ず
と
明
ら
か
で

あ
り
、
そ
の
心
情
は
、
も
っ
ぱ
ら
詩
華
の
夜
の
景
色
を
描
窮
す
る
中
か
ら
感
じ
取

れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
う
。
語
の
意
味
を
逐
一
解
嘉
す
る
の
で
は
な
く
、
心
で
感

じ
取
れ
、
と
真
砂
翁
は
言
う
。
か
か
る
劉
辰
翁
の
批
評
は
、
作
品
中
の
「
情
」
を

何
よ
り
も
重
覗
す
る
と
い
う
彼
の
文
學
観
か
ら
生
じ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
宋
代
の
詩
學
に
お
け
る
、
作
者
の
本
曇
の
濡
話
を
求
め
る
「
尚
意
」
か
ら
、
そ

の
詩
の
詩
と
し
て
の
美
學
的
な
性
質
、
す
な
わ
ち
味
わ
い
を
求
め
る
「
尚
味
」
の

文
學
観
へ
の
論
評
に
お
い
て
、
衝
撃
翁
の
評
嵩
は
後
者
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
作
者
或
い
は
作
品
中
の
「
情
」
を
ひ
た
す
ら
温

み
取
ろ
う
と
す
る
劉
界
磁
の
態
度
は
、
季
節
で
論
じ
る
「
作
者
と
の
同
化
」
と
も

併
せ
て
考
え
る
と
、
詳
細
な
語
繹
を
通
し
て
詩
人
の
意
を
理
解
し
よ
う
と
す
る

「
尚
意
」
の
解
繹
學
と
は
道
筋
こ
そ
違
え
ど
も
、
や
は
り
詩
人
の
「
意
」
に
迫
ろ

う
と
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
「
情
」
を
護
み
取
る
と
い
う
こ
と
は
、
作
者
が

作
品
中
に
込
め
た
様
々
な
思
い
を
汲
み
取
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
作
品
の
解
説
で
は
な
く
鑑
賞
に
重
き
を
置
い
た
も
の
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
こ
と
の
多
い
劉
辰
翁
の
評
黙
に
お
い
て
、
從
來
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
嵩
で
言
え
ば
、
例
え
ば
周
裕
錯
読
が
「
（
劉
辰
翁
の
評
点
は
）
詩
を
臨

む
過
程
で
自
ら
が
感
じ
悟
っ
た
濁
り
言
で
あ
り
、
本
義
を
理
解
し
た
い
と
い
う
讃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

者
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
考
慮
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
る
の
も
、
飽
く
ま

で
も
劉
辰
翁
の
評
嵩
の
一
面
に
過
ぎ
ず
、
「
情
」
の
重
硯
に
は
、
む
し
ろ
彼
の
文

學
批
評
の
「
任
意
」
的
特
徴
を
看
取
で
き
る
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
極
め
て
特
徴
的
な
評
語
は
後
世
に
物
議
を
醸
し
た
。
例
え
ば
へ

劉
辰
翁
の
評
嵩
と
「
情
」

清
の
王
埼
は
『
李
長
吉
歌
詩
彙
解
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
（
劉
直
直
）
屡
云
、
妙
庭
不
必
需
解
。
試
問
、
作
詩
至
不
可
解
、
妙
在
何
庭
。

　
　
観
古
今
才
人
嘆
賞
長
吉
諸
詩
、
嘆
賞
雲
斎
解
欝
乎
、
嘆
賞
其
在
理
外
者
乎
、

　
　
抑
嘆
賞
其
不
在
理
外
者
乎
。
緊
縮
、
須
難
評
語
、
疑
誤
後
人
正
業
不
少
。
而

　
　
自
家
学
長
吉
之
知
己
謬
　
。
宋
潜
誓
言
砦
劉
氏
評
詩
、
如
醇
翁
言
語
、
終
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
能
了
了
。
可
謂
託
言
。
（
杜
牧
「
李
長
吉
歌
詩
叙
」
王
埼
注
）

　
　
　
　
　
　
し
ば
し

　
　
（
劉
辰
翁
）
屡
ば
云
ふ
、
演
劇
必
ず
し
も
解
す
べ
か
ら
ず
と
。
試
み
に
問
ふ
、

　
　
詩
を
作
り
て
解
す
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
れ
ば
、
妙
は
斎
庭
に
在
り
や
。
古
今

　
　
の
才
人
の
長
吉
の
諸
詩
を
嘆
賞
す
る
を
観
る
に
、
其
の
解
す
べ
き
者
を
嘆
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
も
そ

　
　
す
る
か
、
其
の
理
外
に
在
る
者
を
嘆
賞
す
る
か
、
抑
も
其
の
理
外
に
在
ら
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
る
者
を
嘆
賞
す
る
か
。
予
謂
へ
ら
く
、
須
難
の
評
語
、
疑
ふ
ら
く
は
後
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
か

　
　
を
誤
ら
し
む
る
こ
と
正
に
復
た
少
な
か
ら
ざ
ら
ん
。
而
る
に
自
ら
長
吉
の
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し

　
　
己
に
附
す
る
は
謬
り
な
り
。
宋
潜
漢
（
宋
濾
）
嘗
て
黒
氏
の
評
議
を
些
ロ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
ら
か

　
　
い
ふ
、
醇
翁
の
楳
語
の
如
し
、
終
に
了
了
な
ら
し
む
る
能
は
ず
と
。
知
言
と

　
　
謂
ふ
べ
し
。

　
王
埼
は
次
の
よ
う
に
批
思
す
る
。
劉
辰
翁
は
し
ば
し
ば
「
そ
の
妙
は
必
ず
し
も
「

解
さ
ず
と
も
よ
い
」
と
言
う
が
、
理
解
で
き
な
け
れ
ば
優
れ
て
い
る
も
何
も
な
い
。

從
來
沢
蟹
詩
を
賞
賛
し
た
文
人
達
は
、
李
賀
意
の
何
を
賞
贅
し
た
と
い
う
の
か
、

と
。
そ
し
て
、
窯
業
（
＝
一
＝
○
～
八
一
）
が
劉
評
を
「
醇
つ
ば
ら
い
の
寝
言
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
批
諾
し
た
言
葉
を
引
き
、
至
言
だ
と
し
て
賛
同
す
る
。
か
か
る
王
埼
の
強
烈
な

批
剣
は
、
時
代
に
よ
る
文
學
観
の
攣
遷
を
窺
う
上
で
非
常
に
興
味
深
い
も
の
だ
が
、

同
時
に
、
か
く
も
後
世
湿
熱
さ
れ
る
よ
う
な
劉
辰
翁
の
評
馳
が
、
元
代
に
は
確
か

に
高
く
評
贋
さ
れ
た
と
い
う
零
丁
に
も
、
我
々
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
劉
辰

翁
の
評
黙
は
、
時
代
の
文
學
観
を
窺
う
上
で
非
常
に
興
味
深
い
材
料
を
我
々
に
提

供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

一
八
七
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四
　
劉
辰
翁
の
詩
の
讃
み
方
－
作
者
と
の
同
化
1

　
前
節
で
下
締
翁
の
評
嵩
に
お
け
る
「
情
」
の
重
硯
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、

劉
宿
案
の
か
か
る
文
學
観
が
立
脚
す
る
も
の
と
し
て
、
本
節
で
は
彼
の
詩
の
讃
み

方
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
専
心
翁
の
詩
の
蕾
み
方
に
は
、
作
者
と
自
分
を

重
ね
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
讃
む
と
い
う
、
い
わ
ば
「
作
者
と
の
同
化
」
と
も
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
べ
き
態
度
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
歯
型
道
詩
序
」
に

見
え
る
杜
詩
の
解
繹
を
見
て
み
た
い
。

　
　
嘗
過
友
人
、
坐
聞
有
杜
詩
一
部
。
試
開
巻
、
第
一
句
云
二
縣
蒲
萄
熟
」
。

　
　
余
問
此
有
意
否
、
其
人
大
笑
日
、
「
『
一
身
蒲
叢
誌
』
、
即
一
軍
団
萄
熟
耳
。
」

　
　
余
日
、
「
題
爲
『
寓
目
』
、
古
言
『
首
稽
』
、
政
謂
此
二
物
皆
北
地
所
生
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
満
面
見
　
。
」
未
喩
。
信
手
黒
黒
一
巻
、
指
貫
一
句
「
生
卒
掛
冠
子
」
。
奮
解

　
　
日
「
鵬
冠
子
属
人
也
」
。
其
人
印
不
慰
問
、
揖
余
坐
。
余
因
無
念
、
此
顔
馴

　
　
　
　
サ
　

　
　
之
嘆
也
。
故
其
下
云
「
眼
復
幾
時
暗
、
耳
從
前
月
聾
」
。
其
厭
世
自
悼
如
此
、

　
　
肯
畳
「
鵬
冠
子
」
封
「
鹿
皮
翁
」
、
徒
道
一
「
隠
」
字
哉
。
今
人
未
必
知
古

　
　
人
、
而
有
輕
古
人
之
色
、
漫
謂
「
尋
常
語
部
尋
常
意
」
、
試
岩
宿
留
思
之
、

　
　
烏
有
不
倉
見
、
冷
色
已
如
此
。

　
　
嘗
て
友
人
に
過
ぎ
る
に
、
坐
聞
に
杜
詩
一
部
有
り
。
試
み
に
巻
を
開
け
ば
、

　
　
第
一
句
に
二
郎
直
属
熟
す
」
と
云
ふ
。
余
此
に
意
有
る
か
否
か
を
問
へ

　
　
ば
、
其
の
人
大
い
に
笑
ひ
て
曰
く
、
「
『
一
語
に
蒲
萄
熟
す
』
と
は
、
印
ち
一

　
　
縣
に
蒲
萄
熟
す
の
み
」
と
。
余
曰
く
、
「
題
し
て
『
寓
目
」
と
篤
し
、
下
に

　
　
『
曹
落
』
と
言
ふ
は
、
政
に
此
の
二
物
の
皆
な
北
地
の
生
ず
る
所
に
し
て
、

　
　
今
満
眼
に
見
た
る
を
謂
ふ
な
り
」
と
。
未
だ
喩
ら
ず
。
手
に
信
せ
て
復
た
一

　
　
巻
を
閲
し
、
第
一
句
「
生
卒
鵬
冠
子
た
り
」
を
指
す
。
蕾
解
に
曰
く
「
鵬
冠

　
　
子
は
隙
人
な
り
」
と
。
其
の
人
即
ち
復
た
問
は
ず
、
余
に
卑
し
て
坐
せ
し
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八

　
　
　
　
　
　
み
つ
か

　
　
余
因
り
て
自
ら
念
ふ
に
、
此
れ
顔
馴
の
嘆
き
な
り
。
故
よ
り
其
の
下
に

　
　
　
　
　
　
い
つ

　
　
「
眼
は
復
た
因
れ
の
時
か
暗
か
ら
ん
、
耳
は
前
月
よ
り
聾
な
り
」
と
云
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
か

　
　
其
の
世
を
厭
ひ
て
自
ら
悼
む
こ
と
此
く
の
如
け
れ
ば
、
肯
へ
て
「
鵬
冠
子
」

　
　
に
畳
ね
て
「
鹿
皮
翁
」
を
封
ず
る
は
、
徒
だ
一
「
隠
」
字
を
道
ふ
の
み
か
、

　
　
と
。
今
人
未
だ
必
ず
し
も
古
人
を
知
ら
ず
し
て
、
古
人
を
輕
ん
ず
る
の
色
あ

　
　
り
、
漫
ろ
に
「
尋
常
の
語
は
即
ち
尋
常
の
意
な
り
」
と
謂
ふ
も
、
試
み
に
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
か

　
　
讃
し
て
之
れ
を
思
は
し
め
ば
、
未
だ
自
ら
見
ざ
る
こ
と
有
ら
ず
、
而
し
て
色

　
　
已
む
こ
と
此
く
の
如
し
。

　
こ
れ
は
、
劉
辰
翁
が
友
人
と
杜
甫
の
詩
を
甘
ん
だ
時
の
話
で
あ
る
。
ま
ず
杜
甫

　
　
　
　
お
　

の
「
寓
目
」
詩
の
嚢
句
二
縣
二
目
熟
」
句
に
つ
い
て
、
座
の
人
々
は
、
「
蒲
萄

が
縣
の
至
る
所
に
熟
し
て
い
る
」
と
い
う
句
の
表
面
上
の
意
味
し
か
讃
み
取
ら
ぬ

の
に
離
し
、
引
倒
翁
は
、
こ
の
「
蒲
萄
」
は
次
の
句
に
見
え
る
「
苗
楷
」
と
共
に

北
の
地
の
植
物
で
あ
り
、
そ
れ
が
今
杜
甫
の
眼
前
に
廣
が
っ
て
い
る
の
だ
と
言
う
。

こ
こ
に
は
隅
書
か
れ
た
言
葉
を
強
み
込
む
ば
か
り
で
は
な
く
、
作
者
が
こ
の
よ
う

な
言
葉
を
吐
き
出
し
た
理
由
に
ま
で
深
く
踏
み
込
み
、
詩
を
作
る
作
者
の
心
情
を
、

自
身
の
そ
れ
と
重
ね
合
わ
せ
て
辿
り
な
が
ら
詩
を
讃
む
態
度
が
見
出
せ
る
。
ま
た

　
　
お
　

「
耳
聾
」
詩
の
護
句
「
生
孕
（
年
）
鵬
冠
子
」
句
に
つ
い
て
、
劉
辰
翁
は
「
顔
駆

之
嘆
」
を
指
摘
す
る
。
顔
駆
は
、
前
漢
の
文
帝
、
景
帝
、
武
帝
と
三
代
の
世
に
生

き
た
が
、
文
書
は
文
を
好
ん
だ
た
め
、
武
を
好
ん
だ
顔
面
は
用
い
ら
れ
ず
、
景
帝

は
老
年
者
を
求
め
た
た
め
、
若
い
顔
駆
は
用
い
ら
れ
ず
、
武
帝
は
若
者
を
求
め
た

た
め
、
老
い
た
顔
馴
は
用
い
ら
れ
ず
、
生
涯
不
遇
で
あ
っ
た
。
「
顔
馴
之
嘆
」
と

は
自
分
の
能
力
が
世
に
必
要
と
さ
れ
な
い
た
め
に
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
へ
の
嘆
き

で
あ
る
。
杜
甫
は
朝
廷
へ
の
忠
義
心
が
非
常
に
強
か
っ
た
。
だ
が
安
隷
山
の
齪
と

い
う
未
曾
有
の
國
難
に
際
し
て
、
杜
甫
は
自
ら
の
能
力
が
何
の
役
に
も
立
た
な
い

と
い
う
現
實
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
一
句
の
評
語
に
「
世
は
方
に
武



た
つ
と

を
尚
ぶ
を
謂
ふ
」
と
言
う
の
も
、
世
の
役
に
立
て
な
い
杜
甫
の
惨
め
な
心
情
を
端

的
に
示
す
誓
い
評
語
と
言
え
る
。
こ
こ
で
も
劉
辰
翁
は
、
論
罪
を
詠
ん
だ
杜
甫
の

心
境
に
自
身
を
重
ね
て
作
品
中
に
深
く
入
り
込
む
こ
と
で
、
こ
の
句
を
嚢
し
た
作

者
の
心
中
に
あ
る
「
顔
立
三
嘆
」
を
感
得
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
杜
詩
に
歯

す
る
議
論
を
通
じ
て
、
詩
の
中
に
深
く
入
り
込
む
と
同
時
に
、
作
者
と
自
分
を
一

廓
化
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
詩
を
讃
み
、
解
繹
す
る
と
い
う
、
墨
髭
翁
の
息
み
方
の

特
徴
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
そ
し
て
、
豆
蔵
翁
の
こ
の
よ
う
な
讃
み
方
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
彼
の
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

言
葉
は
見
逃
せ
な
い
。
「
章
蘇
州
集
序
」
に
お
い
て
、
劉
辰
翁
は
二
丁
物
の
詩
を

讃
ん
だ
時
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
詩
難
評
、
観
詩
亦
復
未
易
。
憶
與
陳
愈
舜
卿
諦
章
蘇
州
一
二
語
、
高
庭
有
山

　
　
前
極
品
之
味
、
共
恨
未
見
全
集
。
偶
郡
右
京
遮
、
舜
卿
附
急
足
、
雫
月
得
之
、

　
　
報
予
土
ハ
讃
。
数
首
輯
幅
出
、
三
二
復
習
、
復
取
前
露
語
視
上
下
、
殊
不
逮
、

　
　
因
不
念
総
論
。
予
後
得
此
本
、
臥
起
與
倶
久
而
形
能
相
入
、
欲
就
舜
卿
語
、

　
　
而
故
人
不
可
得
　
。

　
　
詩
は
評
し
難
し
、
詩
を
観
る
も
亦
た
復
た
未
だ
易
か
ら
ず
。
憶
ふ
陳
愈
舜

　
　
卿
と
章
蘇
州
の
一
二
語
を
講
ず
る
に
、
高
庭
は
山
泉
の
二
品
の
味
有
り
、
共

　
　
に
未
だ
全
集
を
見
ざ
る
を
恨
む
。
偶
ま
郡
に
重
落
有
り
、
隆
昌
急
足
に
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
し
、
夕
月
し
て
之
れ
を
得
、
予
に
報
げ
て
共
に
睦
む
。
皇
宮
に
し
て
輻
ち
意

　
　
倦
み
、
再
び
看
る
も
復
た
焙
り
、
復
た
前
選
の
語
を
取
り
て
上
下
を
視
れ
ば
、

　
　
殊
に
逮
ば
ず
、
因
り
て
敢
へ
て
干
た
論
ぜ
ず
。
予
後
に
此
の
本
を
得
、
臥

　
　
　
み

　
　
新
作
な
倶
に
す
る
こ
と
久
し
く
し
て
形
二
相
入
り
、
舜
卿
に
就
き
て
語
ら
ん

　
　
と
欲
す
れ
ど
も
、
故
人
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
こ
こ
で
劉
辰
翁
は
、
詩
を
讃
む
こ
と
も
ま
た
詩
評
と
同
様
に
難
し
い
と
述
べ
る
。

彼
は
か
つ
て
章
頭
物
の
詩
を
（
お
そ
ら
く
選
集
で
）
讃
ん
だ
時
、
そ
こ
に
山
中
の

劉
辰
翁
の
評
嵩
と
「
情
」

極
上
の
泉
の
水
の
味
に
も
似
た
趣
を
感
じ
た
が
、
全
集
を
手
に
入
れ
て
盗
ん
で
み

る
と
す
ぐ
に
飽
き
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
後
に
、
四
六
時
中
肌
身
離
さ
ず
持
ち
歩
い

て
讃
み
込
む
う
ち
に
、
「
形
神
相
入
」
す
な
わ
ち
己
の
身
も
心
も
す
っ
か
り
章
詩

の
中
に
入
り
込
む
ほ
ど
に
、
深
く
嵩
む
に
至
っ
た
と
い
う
。

　
こ
こ
に
見
え
る
「
形
神
相
入
」
と
い
う
言
葉
は
、
先
の
杜
詩
の
例
か
ら
指
摘
し

得
た
劉
辰
翁
の
讃
み
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
作
者
と
の
同
化
に
つ
い
て
、
彼
自
身
の

言
葉
で
明
確
に
述
べ
た
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
か
か
る
言
為
翁
の
讃
み
方
に
重
し
て
、
同
時
代
の
程
鍾
夫
（
一
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

九
～
＝
二
一
八
）
が
密
計
出
身
の
若
い
詩
人
に
與
え
た
「
嚴
元
徳
詩
序
」
に
お
い

て
、
模
範
と
す
べ
き
地
元
の
先
達
と
し
て
忌
辰
翁
に
言
及
し
た
際
に
、
次
の
よ
う

に
述
べ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

　
　
會
孟
於
古
人
之
作
、
若
生
同
時
、
居
同
郷
、
學
同
道
、
仕
同
歯
、
其
心
情
笑

　
　
貌
、
依
微
傭
仰
、
千
態
萬
状
。
言
無
不
似
、
似
無
心
極
。
其
朝
日
、
「
吾
之

　
　
評
詩
、
過
於
作
者
用
意
。
」
罰
則
孟
当
掻
、
近
世
論
難
及
之
。

　
　
會
孟
古
人
の
作
に
於
て
、
同
時
に
生
き
、
同
郷
に
居
り
、
同
道
に
學
び
、

　
　
同
心
に
仕
ふ
る
が
若
く
、
其
の
心
情
笑
貌
、
依
微
な
る
傭
仰
は
、
千
態
萬
状

　
　
な
り
。
言
ひ
て
似
ざ
る
無
く
、
似
た
る
こ
と
極
ま
ら
ざ
る
無
し
。
其
の
言
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
は

　
　
曰
く
、
「
吾
の
詩
を
評
す
る
や
、
作
者
の
意
を
用
み
る
よ
り
も
過
だ
し
」
と
。

　
　
故
に
會
孟
の
詩
を
談
ず
る
や
、
近
世
能
く
之
れ
に
及
ぶ
も
の
鮮
し
。

　
こ
こ
に
は
、
劉
辰
翁
が
過
去
の
文
人
の
作
品
（
詩
）
を
護
む
際
に
は
、
ま
る
で

作
者
と
同
じ
時
代
に
生
き
、
同
じ
土
地
に
住
み
、
同
じ
道
に
學
び
、
同
じ
政
灌
に

仕
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
そ
の
心
情
や
表
情
、
わ
ず
か
な
動
作
な
ど
、
そ
の
言

及
は
極
め
て
的
確
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
劉
辰
翁
の
詩
の
染
み
方
の
特
徴

で
あ
る
「
作
者
と
の
同
化
」
を
見
事
に
看
取
し
得
た
言
葉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
護
み
方
こ
そ
が
、
劉
辰
翁
の
詩
へ
の
評
嵩
が
諸
家
よ
り
も
突
出
し
て
い

一
八
九



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
二
集

る
理
由
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
こ
の
程
鍾
夫
の
言
葉
か
ら
、
當

時
の
数
あ
る
詩
評
の
中
で
も
、
劉
心
用
の
こ
の
よ
う
な
赤
み
方
は
非
常
に
特
徴
的

な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
「
作
者
と
の
同
化
」
と
い
う
劉
辰
翁
の
讃
詩

態
度
は
、
忌
辰
翁
の
評
黙
或
い
は
文
學
批
評
に
お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を

占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
身
も
心
も
作
者
に
重
ね
る
よ
う
に
し
て
、

或
い
は
作
者
以
上
に
深
く
、
作
品
の
中
に
入
り
込
ん
で
讃
む
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

詠
み
込
ま
れ
た
「
情
」
を
劉
辰
翁
は
深
く
汲
み
取
る
の
で
あ
る
。
劉
補
正
の
「
情
」

の
重
視
は
、
彼
の
こ
の
よ
う
な
詩
の
護
み
方
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

五
　
お
わ
り
に

　
以
上
、
劉
辰
翁
の
評
黙
に
つ
い
て
實
例
の
分
析
を
通
し
て
考
察
し
て
き
た
が
、

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
「
情
」
の
重
視
は
劉
辰
翁
の
評
嵩
に
お
い
て
重

要
な
要
素
で
あ
っ
た
。

　
元
代
の
詩
は
、
一
般
に
、
宋
詩
へ
の
反
省
か
ら
、
唐
詩
の
拝
情
性
へ
と
回
編
し

た
と
言
わ
れ
、
や
は
り
「
情
」
が
非
常
に
重
留
さ
れ
て
い
る
。
「
情
」
の
重
視
は
、

元
詩
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
例
え
ば
戴
良
（
＝
二
一
七

～
八
三
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
唐
詩
⊥
土
性
情
、
故
於
風
雅
早
馬
近
。
宋
詩
⊥
土
議
論
、
則
其
去
風
雅
遠
　
。
然

　
　
能
得
夫
風
雅
之
正
聲
、
以
一
掃
世
人
之
積
弊
、
黒
質
我
朝
里
。
（
「
皇
元
風
雅

　
　
　
も
　

　
　
序
」
）

　
　
唐
詩
は
性
情
を
主
と
し
、
故
に
風
雅
に
於
て
猶
ほ
近
き
と
爲
す
。
宋
詩
は
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

　
　
論
を
主
と
す
れ
ば
、
則
ち
其
の
風
雅
を
去
る
こ
と
遠
し
。
然
る
に
能
く
夫
の

　
　
風
雅
の
正
聲
を
得
、
以
て
宋
人
の
積
弊
を
一
掃
す
る
は
、
其
れ
惟
だ
我
が
朝

　
　
な
る
の
み
か
な
。

　
ま
た
呉
澄
に
も
次
の
よ
う
な
糞
言
が
あ
る
。

一
九
〇

　
　
詩
以
道
性
情
之
眞
。
十
五
國
風
有
田
夫
閨
婦
面
角
、
而
後
世
文
士
不
能
及
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
　
何
也
。
襲
乎
自
然
而
非
造
作
也
。
（
「
謳
醤
明
詩
序
」
）

　
　
詩
は
以
て
性
情
の
眞
な
る
を
道
ふ
な
り
。
十
五
國
風
田
夫
閨
婦
の
僻
有
る

　
　
も
、
苅
れ
ど
も
後
世
の
文
士
の
及
ぶ
能
は
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
。
自
然
よ
り
嚢

　
　
し
て
造
作
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。

　
特
に
呉
澄
の
華
言
は
、
劉
辰
翁
「
曾
季
章
家
集
序
」
（
第
二
節
参
照
）
と
非
常

に
内
容
も
近
い
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
劉
辰
翁
の
引
導
は
、
程
鍾
夫
が
「
劉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
ご
と
　
ひ
ら

會
孟
古
今
の
詩
人
の
秘
を
盤
く
重
き
て
よ
り
、
江
西
の
詩
之
れ
が
爲
に
一
攣
せ

　
あ
　り

」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
出
現
當
時
に
お
い
て
高
く
評
償
さ
れ
、
そ
の
影
響
も
大

き
か
っ
た
。
彼
の
評
嵩
本
は
、
主
に
彼
の
弟
子
や
子
供
ら
の
教
育
に
用
い
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
劉
辰
翁
自
身
に
は
積
極
的
に
そ
れ
ら
を
出
版
し
て
世
に
廣
め
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
意
思
は
無
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
劉
辰
翁
の
没
後
、
弟
子
や
子
供
ら
に
よ
っ

　
　
　
　
　
れ
　

て
出
版
さ
れ
、
中
國
の
み
な
ら
ず
、
や
が
て
は
日
本
や
朝
鮮
に
も
重
く
も
た
ら
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
元
代
の
文
學
を
考
え
る
上
で
、
劉
辰
翁
の
評
嵩
が
果
た
し
た

役
割
は
看
過
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
そ
の
評

嵩
で
は
「
情
」
が
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
彼
の
評
黙
は
、

中
國
詩
史
に
お
い
て
、
宋
詩
か
ら
元
詩
へ
の
導
管
の
上
で
、
元
詩
の
根
幹
部
分
に

關
わ
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
從
來
の
文
學
史
、
特
に

我
が
國
の
そ
れ
に
お
い
て
、
あ
ま
り
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た

劉
辰
翁
で
あ
る
が
、
彼
の
文
學
、
特
に
そ
の
評
嵩
活
動
は
、
宋
の
後
、
新
た
な
元

詩
の
始
ま
り
を
告
げ
る
も
の
と
し
て
、
文
學
史
上
特
筆
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ

う
。

注



（
1
）
　
劉
語
語
の
文
集
は
一
百
巻
あ
っ
た
が
、
明
代
に
散
幽
し
た
。
現
在
は
、
清
代
に

　
　
『
永
樂
大
典
』
等
よ
り
輯
あ
ら
れ
た
四
庫
全
書
本
『
須
渓
集
』
十
巻
の
他
、
豫
章
叢

　
　
書
本
『
須
渓
集
』
七
巻
、
「
須
漢
先
生
四
景
詩
集
』
四
巻
、
『
須
漢
先
生
記
鋤
』
八
巻
、

　
　
さ
ら
に
呉
企
明
校
注
『
須
要
詞
』
三
巻
（
上
海
古
籍
出
版
肚
、
　
一
九
九
八
年
）
、
段

　
　
大
林
校
訂
『
白
墨
翁
集
』
十
五
巻
（
江
西
人
民
出
版
肚
、
一
九
八
七
年
）
等
が
行
わ

　
　
れ
る
。
本
稿
で
は
四
五
全
書
本
を
底
本
と
し
、
適
宜
諸
本
を
参
照
し
た
。

（
2
）
　
評
黙
に
つ
い
て
は
高
津
孝
「
宋
元
評
駝
考
」
（
『
異
見
島
大
學
法
文
神
部
紀
要
人
文

　
　
學
科
論
集
』
三
一
號
、
一
九
九
〇
年
）
、
孫
琴
安
『
中
帯
評
嵩
文
學
史
』
（
上
海
肚
會

　
　
碧
羅
院
出
版
肚
、
一
九
九
九
年
）
、
二
野
偉
「
評
瀦
遡
源
」
（
齋
藤
希
史
課
、
『
中
國

　
　
文
學
報
』
第
六
三
冊
、
京
都
大
學
、
二
〇
〇
一
年
十
月
）
等
を
参
照
。

（
3
）
　
『
掲
僕
斯
全
集
』
（
中
國
古
典
文
學
叢
書
、
上
海
古
墨
出
版
杜
、
一
九
八
五
年
）
文

　
　
集
毬
三
。

（
4
）
　
『
呉
文
正
公
集
』
（
『
元
人
文
集
珍
本
叢
叢
』
、
新
註
豊
出
版
、
一
九
八
五
年
）
巻
十

　
　
一
。

（
5
）
　
劉
辰
翁
の
「
情
」
を
重
覗
す
る
文
學
観
に
つ
い
て
は
、
顧
易
全
等
『
宋
金
元
文
學

　
　
批
評
史
』
（
中
國
文
學
批
評
通
史
之
四
、
上
海
古
籍
出
版
杜
、
　
一
九
九
六
年
）
上
面

　
　
第
二
編
第
六
章
、
焦
印
亭
「
尋
繹
劉
辰
翁
文
學
思
想
中
的
“
情
眞
”
與
“
自
然
”
理

　
　
念
」
（
『
井
岡
山
學
院
學
報
〔
哲
學
杜
會
世
帯
〕
』
第
三
〇
巻
尾
五
期
、
二
〇
〇
九
年

　
　
五
月
）
等
に
も
指
摘
が
あ
る
。

（
6
）
　
例
え
ば
劉
辰
翁
「
陳
宏
聖
詩
序
」
（
『
須
田
集
』
巻
六
）
を
参
照
。

（
7
）
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
例
え
ば
査
洪
徳
氏
は
「
“
吟
詠
情
性
”
（
或
稻
“
吟
詠
性
情
”
）

　
　
是
中
國
詩
侍
中
一
個
貫
穿
始
終
的
基
本
命
題
，
…
…
在
元
代
，
這
一
命
題
使
用
頻
率

　
　
之
高
年
前
代
所
未
曾
有
」
（
『
理
學
背
景
下
的
元
代
文
論
與
詩
文
』
〔
中
華
文
史
新
刊
、

　
　
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
〕
第
五
章
一
＝
二
頁
）
と
述
べ
る
。

（
8
）
　
『
暴
漢
集
』
巻
六
。

（
9
）
　
『
准
南
子
』
脩
心
算
に
「
夫
謁
者
樂
之
徴
也
、
実
者
悲
之
数
也
、
憤
於
中
則
鷹
飼

　
　
外
、
故
在
所
冥
感
」
と
。

劉
辰
翁
の
評
匙
と
「
情
」

（
1
0
）
　
杜
甫
「
解
悶
十
二
首
」
其
七
に
「
陶
冶
性
塞
存
底
物
、
新
詩
改
罷
自
長
吟
」
（
『
杜

　
　
詩
華
註
』
〔
中
華
当
局
、
一
九
七
九
年
〕
巻
十
七
）
と
。

（
1
1
）
　
な
お
こ
の
こ
と
に
關
讃
し
て
、
文
學
に
お
い
て
「
自
然
」
で
あ
る
こ
と
を
高
く
評

　
　
費
す
る
劉
辰
翁
の
文
學
観
に
つ
い
て
、
呉
羅
明
「
崇
尚
“
自
然
”
1
試
論
劉
辰
翁
文

　
　
學
創
作
観
」
（
『
井
岡
山
導
院
學
報
〔
哲
學
杜
會
科
學
〕
』
第
二
七
巻
第
五
期
、
二
〇

　
　
〇
六
年
五
月
）
や
前
掲
焦
印
亭
「
尋
繹
劉
辰
翁
文
學
思
想
中
的
“
情
事
”
與
“
自
然
”

　
　
理
念
」
等
に
指
摘
が
あ
る
。

（
1
2
）
　
『
須
漢
集
』
巻
六
。

（
1
3
）
　
『
春
秋
左
氏
傳
』
紅
茸
三
一
年
に
「
然
明
謂
子
十
日
、
『
殿
郷
校
何
如
。
』
子
産
日
、

　
　
『
何
爲
。
夫
人
朝
夕
退
而
游
焉
、
以
南
執
政
之
善
否
。
其
所
善
者
、
吾
則
行
之
。
其

　
　
所
悪
者
、
吾
則
改
之
、
上
古
師
也
。
若
之
何
殿
之
。
我
聞
忠
善
磨
損
怨
、
不
聞
作
威

　
　
以
防
怨
。
宣
不
遽
止
。
然
猶
防
川
。
大
決
所
犯
、
傷
人
必
多
、
吾
不
克
救
也
。
不
如

　
　
小
計
使
道
、
不
如
吾
聞
而
藥
之
也
」
」
と
。

（
1
4
）
　
『
須
漢
集
』
巻
六
。

（
1
5
）
　
原
文
は
次
の
通
り
。
コ
旦
古
今
之
不
卒
者
、
無
如
天
。
人
者
有
所
山
冠
、
則
求
直

　
　
於
人
、
則
求
直
於
有
位
者
、
則
求
直
於
造
物
、
能
言
故
由
。
若
天
之
脚
下
也
、
其
不

　
　
李
有
甚
於
我
。
空
蝉
蛸
壷
而
不
能
自
言
、
故
其
極
爲
烈
風
、
爲
迅
雷
、
爲
牽
、
爲
彗
、

　
　
爲
虹
、
爲
山
崩
石
裂
、
水
涌
川
端
、
意
皆
其
醒
積
憤
怒
、
亡
所
嚢
泄
、
以
至
此
也
。

　
　
退
之
謂
『
四
時
之
推
奪
爲
不
李
』
。
彼
四
時
者
、
各
一
其
所
、
平
谷
有
不
卒
者
哉
。
」

（
1
6
）
　
『
養
寒
寒
集
』
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
）
巻
九
。

（
1
7
）
　
劉
辰
翁
の
李
賀
詩
へ
の
評
鮎
は
、
南
関
の
呉
正
子
の
箋
注
と
の
合
刻
本
『
呉
正
子

　
　
箋
注
再
論
翁
評
嵩
李
長
吉
歌
詩
』
（
以
下
『
評
注
李
賀
詩
』
と
即
す
）
と
し
て
傳
存

　
　
す
る
。
『
評
注
李
賀
詩
』
は
上
敷
の
テ
キ
ス
ト
が
傳
わ
る
。
本
稿
で
は
京
都
大
學
附

　
　
属
圖
書
館
所
藏
足
利
義
政
尊
台
室
町
窺
本
、
生
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
藏
林
羅
山

　
　
奮
藏
江
戸
窺
本
、
昌
卒
坂
學
間
所
刊
官
板
、
劉
気
立
評
三
九
種
書
所
牧
本
、
文
淵
閣

　
　
四
庫
全
書
所
牧
本
（
圏
購
は
無
い
）
を
参
照
し
た
。
通
常
『
評
注
李
八
丁
』
は
專
ら

　
　
官
板
が
用
い
ら
れ
る
。
官
板
は
映
損
が
最
も
少
な
い
と
い
う
黙
で
は
他
本
よ
り
優
れ

一
九
一



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
二
集

　
　
る
が
、
文
字
や
圏
黙
に
改
攣
が
多
い
。
本
稿
で
は
官
板
を
底
本
と
し
、
諸
本
と
校
勘

　
　
し
た
上
で
用
い
た
。
な
お
室
町
窟
本
は
京
都
大
計
電
子
善
書
館
貴
重
資
料
書
像
と
し

　
　
て
、
≦
Φ
ぴ
上
で
寓
眞
叢
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
（
「
京
都
大
學
電
子
圖
書
館
貴
重
資

　
　
料
聖
像
」
艮
暮
b
…
＼
＼
Φ
α
げ
扉
巳
ま
汁
く
○
酔
O
出
●
P
ρ
壱
＼
①
×
巨
げ
騨
〉
口
論
①
×
．
プ
け
巨
巳
）
。
ま
た
、

　
　
李
賀
詩
へ
の
劉
辰
野
の
評
嵩
に
つ
い
て
は
年
次
澄
「
劉
嘉
事
評
瀦
李
長
吉
歌
詩
三
論
」

　
　
（
張
高
評
圭
編
『
宋
代
文
學
研
究
丁
寧
」
第
八
期
、
麗
文
文
化
事
業
公
司
、
二
〇
〇

　
　
二
年
）
、
焦
印
亭
「
劉
辰
翁
戸
々
李
賀
詩
探
析
」
（
『
南
昌
高
專
學
報
』
二
〇
〇
八
年

　
　
第
一
期
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
等
が
あ
る
。

（
1
8
）
　
『
評
注
李
賀
詩
』
巻
二
。

（
1
9
）
　
こ
の
詩
に
は
圏
（
○
）
と
嵩
「
・
」
と
い
う
二
種
類
の
圏
嵩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
高
津
孝
「
宋
浮
評
駝
考
」
は
宋
代
の
評
黙
に
つ
い
て
「
三
千
」
と
「
標
匙
」
と
い
う

　
　
二
つ
の
流
れ
の
存
在
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
評
鮎
派
と
標
匙
派
は
、
そ
の
圏
嵩
法
に

　
於
て
も
違
い
が
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
同
論
文
に
よ
れ
ば
、
巻
首
に
圏
嵩
の
凡
例

　
　
を
載
せ
る
評
二
本
も
存
在
し
、
圏
鮎
法
は
流
派
や
諸
家
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
必

　
　
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
劉
辰
翁
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
李
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　

　
　
「
還
自
学
稽
歌
」
（
『
評
注
李
賀
詩
』
巻
一
）
の
「
野
粉
椒
壁
黄
、
灘
螢
満
梁
殿
」
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　

　
　
「
勉
愛
行
二
首
、
邊
小
季
之
盧
山
」
其
二
（
『
評
注
李
賀
詩
』
趾
骨
）
の
「
荒
溝
古
水

　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
も
　
へ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
マ
　
マ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
光
如
刀
、
庭
南
換
柳
生
蝋
婚
。
江
干
幼
客
亭
可
念
、
豊
原
晩
吹
悲
號
號
」
等
の
よ
う

　
　
に
、
圏
と
駝
に
明
確
な
使
い
分
け
が
窺
え
る
（
な
お
「
勉
愛
行
」
に
つ
い
て
、
室
町

　
　
窮
本
は
「
江
干
」
二
字
の
圏
匙
を
鉄
き
、
江
戸
窺
本
は
「
刀
」
「
晩
」
爾
字
に
つ
い

　
　
て
、
圏
で
は
な
く
嵩
に
作
る
）
。
回
者
の
用
法
に
つ
い
て
、
鮎
は
詩
句
の
内
容
の
優

　
　
れ
た
部
分
に
用
い
ら
れ
る
の
に
干
し
、
圏
は
表
現
と
し
て
の
新
奇
性
に
着
目
し
て
用

　
　
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
圏
が
付
さ
れ
た
語
の
う
ち
、
諸
本
間
に

　
　
圏
嵩
の
異
同
が
無
い
「
野
卑
」
「
灘
螢
」
「
荒
溝
」
「
古
水
」
「
換
柳
」
「
幼
客
」
は
、

　
　
い
ず
れ
も
李
賀
以
前
に
は
用
例
を
見
出
し
難
い
語
で
あ
り
、
ま
た
い
ず
れ
も
限
定
語

　
　
に
當
た
る
字
に
圏
が
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
劉
辰
翁
の
圏
嵩
法
に
つ

　
　
い
て
は
、
詳
し
く
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

一
九
二

（
2
0
）
　
張
華
『
博
物
志
」
（
豊
海
）
巻
二
に
「
蜥
蜴
、
聯
名
蝦
艇
。
以
器
養
之
、
食
以
朱

　
　
砂
、
膿
蓋
赤
、
所
食
満
七
輪
、
治
斜
里
杵
、
黙
女
人
肢
龍
、
終
身
不
滅
。
有
房
室
事

　
　
零
墨
、
故
號
守
宮
」
と
。

（
2
1
）
　
銅
雀
皇
を
詠
う
擬
古
巴
瓦
「
柔
和
日
量
鉱
区
妓
」
（
『
評
注
李
賀
詩
』
巻
三
）
の
評

　
　
語
に
「
李
賀
が
銅
暴
挙
を
テ
ー
マ
に
詩
を
作
っ
た
ら
、
死
者
の
聲
無
き
聲
を
詩
に
詠

　
　
い
込
み
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
（
以
長
吉
賦
銅
盤
妓
、
青
碧
墓
中
不
能
言
者
）
」
と

　
　
あ
り
、
か
か
る
甲
賀
詩
の
特
徴
に
つ
い
て
も
、
劉
豊
山
は
熟
知
し
て
い
た
と
考
え
ら

　
　
れ
る
。

（
2
2
）
　
『
評
注
李
賀
詩
』
巻
一
。

（
2
3
）
　
『
薔
唐
書
』
巻
＝
二
七
李
賀
傳
参
照
。

（
2
4
）
　
『
孟
子
』
離
婁
下
に
「
王
者
之
　
憶
再
三
亡
、
詩
亡
然
後
春
秋
作
」
と
。

（
2
5
）
　
『
須
漢
集
』
巻
六
。

（
2
6
）
　
『
評
注
李
賀
詩
』
巻
一
。

（
2
7
）
　
例
え
ば
清
の
王
埼
は
「
皆
接
一
時
所
見
者
悔
言
」
（
『
李
長
吉
歌
詩
彙
解
』
〔
『
李

　
　
賀
詩
注
』
所
牧
、
中
國
文
學
名
著
、
世
界
書
局
、
一
九
七
八
年
〕
巻
一
）
と
注
し
、

　
　
計
算
さ
れ
て
配
置
さ
れ
た
句
で
は
な
く
、
輩
に
實
景
を
薦
ん
だ
の
だ
と
す
る
。

（
2
8
）
　
『
評
注
李
賀
詩
」
巻
三
。

（
2
9
）
　
『
詐
注
整
数
詩
』
巻
一
。

（
3
0
）
　
第
三
、
四
句
の
圏
嵩
を
、
官
板
は
駝
に
作
る
が
、
室
町
点
本
が
圏
に
作
る
の
に
從

　
　
う
。

（
3
1
）
　
周
裕
錯
「
「
尚
意
」
か
ら
「
尚
味
」
へ
1
論
断
詩
歌
解
詰
開
の
重
心
の
攣
遷
に
關

　
　
す
る
試
論
1
」
（
山
本
範
子
課
、
大
阪
市
立
大
學
中
里
學
會
『
中
開
學
志
』
随
號
、

　
　
二
〇
〇
二
年
）
、
同
氏
『
中
國
古
代
聞
手
學
研
究
』
第
六
熱
型
二
節
（
學
術
創
新
叢

　
　
書
、
上
海
人
民
出
版
杜
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。
な
お
黒
氏
は
劉
辰
翁
の
評
嵩
に

　
　
つ
い
て
「
劉
氏
譜
語
聾
來
不
屑
於
封
原
文
植
字
詞
、
章
句
逐
一
訓
繹
、
甚
至
根
少
封

　
　
詩
歌
的
本
意
作
出
關
述
、
而
往
往
ロ
ハ
是
三
言
標
語
摺
出
自
己
封
詩
歌
的
名
章
警
句
的

　
　
総
膿
印
象
或
感
受
」
（
周
氏
前
掲
書
翰
六
章
第
二
節
二
九
八
頁
）
と
述
べ
、
そ
の
最



　
　
た
る
例
と
し
て
こ
の
「
不
必
可
解
」
を
無
げ
る
。

（
3
2
）
　
周
裕
錯
氏
前
掲
論
文
。

（
3
3
）
　
『
李
長
吉
歌
詩
彙
解
」
巻
首
。

（
3
4
）
　
語
は
宋
簾
「
杜
詩
墾
隅
序
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
附
編
）
に
見
え
る
。

（
3
5
）
　
な
お
、
類
似
す
る
讃
詩
法
と
し
て
、
宋
代
に
流
行
し
た
、
護
者
が
作
者
と
同
様
の

　
　
轟
轟
を
通
し
て
そ
の
作
品
を
理
解
す
る
と
い
う
讃
み
方
（
周
裕
錯
氏
前
掲
書
第
五
章

　
　
第
六
節
を
参
照
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
言
わ
ば
膿
験
の
共
有
に
よ
る
詩
の
解
繹
と
言

　
　
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
封
し
て
、
本
節
で
論
じ
る
劉
辰
翁
の
「
作
者
と
の
同
化
」

　
　
は
、
作
者
と
自
身
と
を
重
ね
合
わ
せ
、
作
者
の
創
作
過
程
や
そ
の
時
の
心
理
、
或
い

　
　
は
作
者
が
そ
の
詩
句
を
塾
し
た
理
由
を
想
像
す
る
と
い
う
、
言
わ
ば
追
艦
験
に
よ
る

　
　
解
繹
で
あ
り
、
雨
者
は
や
や
異
な
る
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
3
6
）
　
『
須
渓
集
』
巻
六
。

（
3
7
）
　
『
太
卒
御
覧
』
巻
三
八
三
人
事
部
壽
老
所
引
『
漢
武
故
事
』
に
「
上
鉋
螢
、
至
郎

　
　
署
、
見
一
老
髭
髪
皓
白
、
衣
服
不
完
。
上
間
日
、
『
公
何
時
爲
郎
。
何
其
老
　
。
』
封

　
　
日
、
『
臣
姓
曲
名
駆
、
江
都
人
也
。
文
引
時
爲
郎
。
』
上
問
日
、
『
何
不
遇
也
。
』
駆
日
、

　
　
『
文
帝
好
文
、
臣
好
武
。
景
帝
白
老
、
臣
又
少
。
陛
下
好
少
、
臣
野
老
。
是
以
三
世

　
　
不
遇
。
』
戦
塵
其
癖
、
拝
爲
窃
盗
都
尉
」
と
。

（
3
8
）
　
『
集
千
家
註
批
平
戸
工
部
詩
集
」
（
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
、
八
木
書
店
、
一
九
八

　
　
一
年
。
以
下
『
評
注
杜
詩
』
と
稻
す
）
巻
五
。
乾
元
二
年
（
七
五
九
年
）
、
秦
州
で

　
　
の
作
。
本
文
及
び
劉
辰
翁
評
嵩
は
以
下
の
通
り
。
コ
縣
愚
慮
熟
、
秋
山
菖
着
多
。

　
　
【
二
物
皆
遠
致
、
今
溢
於
中
國
。
寓
目
唱
然
至
「
莞
女
」
「
胡
見
」
者
　
。
】
關
雲
常

　
　
帯
雨
、
塞
水
不
成
河
。
莞
女
輕
峰
燧
、
胡
見
制
酪
駝
。
自
傷
遅
暮
眼
、
喪
齪
飽
纒
過
。
」

　
　
な
お
『
杜
詩
思
刊
」
所
牧
直
黒
刊
本
は
聖
句
の
昌
昌
を
鉄
く
。

（
3
9
）
　
『
評
注
杜
詩
』
巻
十
七
。
大
望
二
年
（
七
六
七
）
、
言
言
で
の
作
。
本
文
及
び
劉
辰

　
　
翁
評
黙
は
以
下
の
通
り
。
「
生
年
鵬
冠
子
、
【
謂
古
方
尚
武
。
】
歎
世
鹿
皮
翁
。
眼
復

　
　
幾
時
暗
、
耳
從
前
月
聾
。
【
意
春
怨
。
】
猿
鳴
秋
涙
映
、
景
象
晩
愁
空
。
黄
落
驚
山
樹
、

　
　
呼
見
問
朔
風
。
【
不
聞
風
聲
、
惟
見
落
葉
。
】
」
尾
批
の
「
惟
」
を
底
本
は
「
推
」
に

劉
辰
翁
の
評
嵩
と
「
情
」

　
　
作
る
が
嘉
靖
刊
本
に
適
い
改
め
る
。

（
4
0
）
　
『
永
樂
大
典
』
巻
九
〇
六
所
引
。

（
4
1
）
　
『
程
雪
櫻
文
集
』
（
元
代
珍
本
文
集
彙
刊
、
山
立
中
央
郵
書
館
、
一
九
七
〇
年
）
巻

　
　
十
五
。

（
4
2
）
　
な
お
、
こ
の
「
作
者
と
の
同
化
」
に
つ
い
て
は
、
『
孟
子
』
の
「
以
意
逆
志
」
（
萬

　
　
嵩
上
）
や
所
謂
「
知
人
黒
髭
」
（
萬
章
下
）
の
影
響
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

　
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
4
3
）
　
『
雨
露
山
房
集
』
（
四
部
叢
刊
初
編
）
巻
二
九
。
な
お
楊
鑛
氏
に
接
れ
ば
、
こ
の

　
　
『
皇
元
風
雅
』
は
傅
習
、
孫
存
吾
編
の
そ
れ
で
は
な
く
、
元
末
の
丁
鶴
年
に
よ
っ
て

　
　
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
同
氏
『
元
詩
史
』
〔
人
民
文
學
出
版
杜
、
二
〇
〇

　
　
三
年
〕
六
四
頁
注
）
。

（
4
4
）
　
『
呉
文
正
公
集
』
巻
十
。

（
4
5
）
　
程
鍾
夫
「
嚴
元
徳
詩
序
」
に
「
自
軍
會
三
蓋
嚢
古
今
詩
人
之
秘
、
江
西
詩
爲
之
一

　
　
攣
」
と
。

（
4
6
）
　
高
津
氏
前
掲
論
文
、
拙
稿
「
劉
辰
翁
の
評
嵩
活
動
と
元
朝
初
期
の
文
學
」
（
九
州

　
　
大
旱
中
畑
文
學
會
『
中
國
文
學
論
集
』
第
三
七
號
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
4
7
）
　
劉
辰
翁
の
評
嵩
本
の
出
版
に
は
、
彼
が
活
動
し
た
盧
陵
が
當
時
思
惑
と
拉
ん
で
出

　
　
版
の
盛
ん
な
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
關
饗
し
て
い
よ
う
。
癒
陵
に
お
け
る
出
版
の
隆

　
　
盛
に
つ
い
て
は
土
肥
克
己
「
小
金
時
代
の
警
世
と
庫
陵
に
お
け
る
分
集
本
出
版
」

　
　
（
東
方
學
會
『
東
方
學
』
第
一
〇
可
算
、
二
〇
〇
五
年
一
月
）
等
を
参
照
。

〔
附
記
〕

　
　
本
稿
は
、
第
六
一
回
日
本
中
國
學
會
大
會
（
二
〇
〇
九
年
十
月
十
二
日
、
於
文
教
大

　
　
學
）
に
お
け
る
口
頭
下
表
の
一
部
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
當
日
司
會
を
お
引

　
　
き
受
け
頂
い
た
鹿
見
島
大
詔
の
高
津
孝
先
生
を
始
め
、
ご
意
見
を
賜
っ
た
諸
先
生
方

　
　
に
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
御
内
申
し
上
げ
ま
す
。

一
九
三


